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カーキュアの店舗

運輸支局長認証の工場を完備し、相談や商談、テラスでの打ち合わせなども可能です。 
また、営業車を始め、多種多様な代車を30台ほど揃えています。



車のトラブルエージェント
❖ 出勤の際、エンジンが掛からない…

❖ 夜遅くにパンクしてしまったら…

❖ 山奥でエンジンが止まったら…

❖ 事故してしまったが、何をして良いの
かわからない…

❖ ぶつけた車を直したいのに、保険会社
の提示額が少ない…

❖ 車同士の事故で揉めている…
3



事故の際は…
対応の流れ 
上記番号にお電話頂けれ
ば、レッカーに代車を乗せ
現場まで急行します。 
※ご用命に添えない場合もあります。


メリットは？ 
急なトラブルにも対応し、
山奥や郊外で電車やタク
シーがない場所でも、その
場から帰宅や仕事に向かえ
ます。


豊富な車種で、お客様の車
両に合った車種をお届けし
ます。

夜間TEL：0562-43-9977
末光TEL：080-3686-9248



ドン・キホーテ豊明店様カー用品コーナー様



ライフキュアについて

✤ あま市の甚目寺駅近くで、訪問介護をしています。 
あま市、清須市で認可を取っており、自宅に訪問 
し、食事介助、入浴介助、掃除洗濯代行などを 
行なっております。

✤ 基本的には、お付き合いのあるケアマネージャー 
からの紹介で仕事がきます。 
病院からもご依頼はありますが、ケアマネージャーに一旦投げて、受けることになります。

✤ 病院等から、身寄りのない高齢者や、生活保護の方も受け入れています。

✤ 良い案件としては、レオパレスに入居して頂き、その利用者宅に訪問をすることになります。 
横並びのドアtoドアで、移動距離がなく、効率よく訪問が出来ます。 
ケアマネージャーの繋がりを沢山持つことも、案件が増えることになります。



キャリーオンについて
✤ ヤマト運輸、佐川急便、出前館等と業務提携をし、軽貨物 

配送事業を行なっております。 
事業内容としては、以下の3本になります。 
・自社ドライバーを抱えての配送 
・自社ドライバーへの車両貸出(リース）

✤ 現在は、自社ドライバー3名で、 
・ヤマト運輸×1名 
・佐川急便×1名 
・出前館×1名

✤ 今後柱になる事業で、自社ドライバーの増員、自社ドライバーへのリース貸出しを増やしていく 
ことで、収益の安定が望めます。 
メリットは、毎月の定期収入、社会保険料が必要ないことがあげられます。



当社の得意としている内容
車に関連する事であれば、全て対応させて頂きます。

沢山営業車を 
お持ちの法人様

事故に遭われた方
車検や点検の 
お客様



夜間TEL：0562-43-9977
末光TEL：080-3686-9248



事故やトラブルの際の保険のお話

講演の目的


自動車保険の基本


事故やトラブル時の対応の流れ


保険を使う場合のポイント


最後に



講演の目的

事故やトラブル時、慌てないように、そして正し
く保険を使える様にする事が目的です。 
知識がないと、保険会社もビジネスですので、必
ずお客様に有利な様には進めて貰えません。 
正しい知識を入れて、掛けた保険を無駄なく使え
る様にして行きましょう。



自動車保険の基本①

強制保険（自賠責）と任意保険の違い 
・強制保険（自賠責）は、全ての車両に必ず加入が義務付けられている保険になります。事
故の被害者救済を目的としており、対象は対人事故のみになります。物損事故や加害者側の
怪我、車の修理費は保証されません。 
また保証額には上限があり、死亡事故で最大3000万円、後遺障害では最大4000万円、傷害
では最大120万円と、補償出来る額が大きくはありません。 
・任意保険は、加入が自由で、対人、対物、車両補償などの広範囲な補償が可能です。また、
事故相手の車や建物の損害、自分の車の修理費、運転者の怪我なども補償出来、プランに
よっては無制限の補償を選ぶ事が出来ます。 
最近では、故障に対する補償も出来るプランもあります。



自動車保険の基本②

任意保険の主な補償内容 
◆対人、対物、車両保険、ロードサービスなど 
・対人賠償保険：事故で相手を死傷させた場合の補償 
・対物賠償保険：相手の車や建物などの損害を補償 
・車両保険：自分の車の修理費を補償 
・人身障害補償保険：事故で同乗者が怪我をした場合の補償（実際の治療費や休業した 
　際の補償などをカバー） 
・搭乗者傷害保険：事故で同乗者が怪我をした場合の補償（定額支給） 
・代車特約：車を修理で預けた際のレンタカー費用を補償 
・弁護士特約：事故相手と揉めた場合や補償を交渉する際に、弁護士を雇う事が出来、 
　代わりに交渉をしてくれる。その際の弁護士費用を全て補償



事故やトラブル時の対応の流れ

警察に電話 
（怪我をされている場合、先に救急車の手配） 

⬇ 


カーキュア（末光）に電話し指示を仰ぐ 

  ⬇ 


保険会社に電話し、レッカーを待つ 

  ⬇ 


車両を任せ、帰宅する 

  ⬇ 


翌日、保険会社より連絡があるので、状況を説明する 

  ⬇ 


車屋に修理を任せ、その他の対応が必要かどうか確認する 

主な保険会社緊急連絡先 

東京海上日動火災保険

0120-119-110


三井住友海上

0120-096-991


損保ジャパン

0120-365-110


あいおいニッセイ同和損保

0120-024-024


三井ダイレクト損保

0120-638-312


アクサダイレクト

0120-699-644


イーデサイン損保

0120-049-095


AIG損保

0120-416-652


ソニー損保

0120-101-789


そんぽ24

0120-119-117


チューリッヒ

0120-860-001




保険を使う際のポイント
レッカー費用特約 
・基本的に無料で、300kmほどレッカー移動してくれるサービス


宿泊、移動費用特約 
・トラブル場所から自宅への移動費用を負担してくれる。2万円程度


車両保険 
・契約時に決めた車両補償金額まで修理費として負担してくれる。


代車特約 
・1日あたり5000円～10000円と設定は契約時に決めれる


故障運搬時車両損害特約 
・掛けた車両保険の金額までの修理費を負担してくれる（上限100万円）



事故を受けた被害者の場合
自車について 
・100:0の事故では、全額相手負担として請求できます。 
　コーティングに関しても、施行から2,3年以内であれば認められ、その費用も対象に 
　なります。 
　また、車内で使用していた小物なども請求する事が出来ます。


代車について 
・100:0の事故では、全額相手負担として請求できます。 
　車格にあった車両を請求する事が出来ますが、保険会社の言いなりに進めてしまうと、 
　軽自動車など自車の車格に見合わない車両を当てが割れる事になります。 
　基本的には、修理完了まで借りる事が出来ますが、数ヶ月となると交渉が必要になります。


補償について 
・100:0の事故では、全額相手負担として請求できます。 
　休業の補償や、傷害の保証、検査や薬代、リハビリ費用まで請求可能です。 
　また、事故より今後の生活に影響する場合の補償なども請求可能です。 
　主婦の方で、働かれていない方でも休業保証を請求可能です。


弁護士特約について 
・100:0の事故では、通院につき一定額の補償が支払われますが、通院回数×補償額となります。 
　ただ弁護士が介入すると、１ヶ月4回通院した場合、初めから終わりまでの通院しない間の日数分も支払われます。 
　また、主婦休損の日額が大幅に上がります。



最後に

保険はビジネスです。 
保険会社は、掛けた保険に対して全てを保証し 
提案してくれるわけではありません。  
当然の様に自社の利益を優先します。 
知識のあるものに頼る事で、補償して貰えなかった 
部分が補償対象となる事があります。 
トラブルの際は、信頼できる車屋に間に入ってもらい、  
決して損する事ないように対応して貰いましょう。


